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　　委員　　別府明雄
　　委員　　今井英彦
　　委員　　谷田　泰
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　　委員　　北川容子
出席事務局職員

　　事務局次長　　浅島和夫　　　　庶務課長　　矢嶋吉雄
　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　中川修一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　近藤直樹
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委　員　長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第６回教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により今井委員にお願いいたします。

　本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。
　それでは、議事に入ります。

○議事

日程第一　議案第５号　区長の権限に属する事務の委任について（協議）
（庶務課）

委　員　長　　日程第一　議案第５号「区長の権限に属する事務の委任について」、庶務課長から説明してください。
庶務課長　　資料をご覧ください。議案第５号「区長の権限に属する事務の委任について」ということで、裏面をご覧ください。
　同じ内容で、区長の方から協議書が届いております。
　内容は、平成２４年度、来年度から「あいキッズ」に移行する学童クラブに関する事務について、教育委員会に委任するといった内容でございます。

　該当は、１の（１）から（１０）までの１０の学童クラブでございます。

　１のところにありますけれども、委任を受けるのは学童クラブに関する事務でありますけれども、学童クラブの利用承認、不承認、取消し及び停止に係る事務並びに学童クラブの利用料の請求、減免及び還付に係る事務並びに学童クラブ事業の巡回指導に係る事務は除かれます。

　これは、これまでの「あいキッズ」を拡大していく中での取扱いと同じでございます。

　委任の開始日は、平成２４年４月１日でございます。

　「あいキッズ」事業の拡大に伴って行うものですので、この協議については同意していきたいと思っております。

　以上でございます。
委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

　特に、これは従来から、学童クラブが「あいキッズ」に変わったところはこのようにされてきていましたので、よろしいかと思います。

　では、お諮りします。

　日程第一　議案第５号について、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第二　議案第６号　平成２３年度板橋区文化財の登録及び指定について

（生涯学習課）

○報告事項

３．平成２３年度板橋区文化財登録の告示

（生涯学習課）

委　員　長　　日程第二　議案第６号「平成２３年度板橋区文化財の登録及び指定について」、報告３の「告示」と合わせて、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　議案第６号でございます。平成２３年度の文化財の登録及び指定の決定についてご説明をさせていただきます。
　今年度においては、去る７月２２日の第１４回教育委員会で諮問内容を決定させていただきまして、７月２９日の第１回文化財保護審議会で諮問いたしました。
　その後、考古案件についての調査研究を重ねまして、本年３月１６日に開催されました第２回目の文化財保護審議会において意見がまとまりまして、資料のとおり、答申をいただいたところでございます。
　つきましては、平成２３年度の新たな登録文化財としまして、東京都板橋区文化財保護条例第４条第１項及び第１３条第１項の規定に基づきまして、これらの文化財の登録及び指定を行いたいというふうに思っております。

　新たな文化財の指定といたしましては、指定有形文化財１件、次に、新たな文化財登録が６件、（１）と（２）が有形文化財としまして、（３）から（５）が有形民俗文化財として、（６）が記念物でございます。そして、既存の文化財の追加登録１件は有形文化財でございます。

　資料を１枚おめくりいただきます。これは文化財保護審議会からの答申のかがみ文でございます。

　もう１枚めくっていただきますと表が出てきます。これが答申の内容ということで、詳細について記載がございます。
　本日は、できるだけ簡単にご説明をさせていただきます。

　まず、１－１、飯田侃家文書でございます。

　平成１０年度に、飯田侃家資料として区の有形文化財に登録されまして、その後、平成１３年に歴史資料と民俗資料が追加登録されました。今回指定されるのは、これらのうちの古文書８，３９６点でございます。

　この文書は、江戸時代から近現代にかけての板橋地域の歴史的事象、区の歴史上、重要と認められる資料群であるとともに、江戸近郊の宿場資料として、歴史的、学術的価値が非常に高いということで、新たに指定するというものでございます。

　次の２－１、乗蓮寺所蔵旧藤堂家染井屋敷石造物でございます。

　この石造物でございますが、江戸期の記録、絵巻などに記述が残っているほどの貴重なものでございまして、同時に、大名家が旧蔵していた石造物であるということを証明できる資料として、さらに駒込の旧地より旧板橋宿の乗蓮寺へと伝来し、それが現存していることなど、重要な資料ということでございます。

　２番の戸田橋親柱でございます。

　関東大震災後、都市化する東京の北の玄関口として架橋されまして、その時代を伝える貴重な遺構でございます。また、「中山道戸田の渡し」から戸田橋の架橋に至る変遷、近代荒川改修などの区の歴史を考える上で象徴的な資料でございます。現在、小豆沢公園に移築され、保存されているものでございます。

　３番の京徳観音堂所蔵絵馬・扁額各１点でございます。

　京徳観音堂は、江戸時代に西台にあった京徳寺の持堂でございましたが、明治初年に廃寺になりまして、圓福寺の管理となっております。

　当資料は、江戸時代末期から明治における地域社会の信仰を明らかにする上で重要な資料ということでございます。

　４番が常楽院所蔵絵馬・扁額、絵馬４点、扁額２点でございます。

　このうち１点は、安政６年（１８５９年）の「物語図」の絵馬でございますが、大日如来が宮中に出現する場面を描いたものでございます。
　こちらは、近世末期から近現代における寺院に対する地域社会の信仰を明らかにする上で非常に重要な資料ということでございます。

　５番の御嶽神社所蔵絵馬・扁額。絵馬２点、扁額８点でございます。

　絵馬は、１点が江戸期のもので、御嶽山の参詣図でございます。扁額は、２点が明治・昭和期、４点が年代不詳でございますが、御嶽とか榛名の各参拝講が記念に奉納したものや、境内社の稲荷神社や天祖神社の鳥居の建立の際に奉納されたものでございます。

　当資料は、江戸時代末期から昭和期にかけての地域社会の信仰を明らかにする上で、これも重要な資料ということでございます。

　６番目の赤塚氷川神社富士塚でございます。富士講は江戸時代の庶民が富士山を参拝するために組織された信仰団体のことでございます。

　富士塚は、富士山を模してつくられたミニチュア富士山で、富士塚への登山行為自体が富士山登拝と同様のご利益があるとされております。赤塚氷川神社では、毎年６月３０日に、富士山の山開きに合わせて祭礼が行われております。
　富士塚は、上赤塚地域の鎮守である赤塚氷川神社の境内地にありまして、当該地域と周辺地域における富士山登拝講の活動状況や、地域の歴史、民族、信仰、風習などの実態について考察を行う上で非常に貴重な史跡でございます。
　最後でございます。３－１番、安井家文書の追加登録でございます。

　安井家は、代々徳丸本村の名主を務めた家でございますが、安井家文書につきましては、８，６９８点が「旧北豊島郡徳丸本村名主安井家」として東京都の指定文化財に指定されまして、「安井家文書」として区の登録有形文化財として登録されておるわけです。

　追加資料は、このたび安井家より新たに発見されたということで、明治初期の地券とか、あるいは近現代のし尿組合資料などがございまして、これまでと同様の重要な資料ということでございます。

　以上８点、今回は指定及び登録、追加登録ということで答申がございましたので、よろしくお願いしたいと思います。

　今回ご承認が得られましたら、１ページめくっていただきまして、最後のところに告示第９号といたしまして、本日付で告示をしたいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　こういう絵馬類というのは、行くと飾ってあるんですか。それとも、しまわれているのですか。

生涯学習課長　　そうですね。例えば、神楽殿の中にあったりとか、境内の中にあったりとか、様々でございますけれども、見ることは可能でございます。

委　員　長　　特に意見はないですけれども、乗蓮寺の石造物と、氷川神社の富士塚はいつも見ておりますので、登録されてよかったかなという感じでございます。

今井委員　　世の中には、富士塚マニアというジャンルの趣味の方々がいるみたいで、伝えておきます。
委　員　長　　そうですよね。櫻井徳太郎賞の、一昨年ぐらいに、中学生が富士塚について調べて発表されておりました。
　ほかに、何かございますでしょうか。
（なし）

委　員　長　　では、お諮りします。日程第二　議案第６号について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○議事

日程第三　議案第７号　板橋区立図書館指定管理者との平成２４年度協定の締結及び基本協定の一部変更並びに平成２４年度事業計画の承認について

（中央図書館）

委　員　長　　日程第三　議案第７号「板橋区立図書館指定管理者との平成２４年度協定の締結及び基本協定の一部変更並びに平成２４年度事業計画の承認について」、中央図書館長から説明してください。

中央図書館長　　議案第７号は内容が３つに分かれております。

　１点目が、区立図書館指定管理者との来年度の年度協定の締結でございます。
　２点目が、基本協定の一部を変更するというものでございます。

　３点目が、平成２４年度事業計画が３社から出ておりますので、その承認をいただきたいというものでございます。

　資料はつづりになっておりますが、別紙１の方を、まずご覧いただきたいと思います。

　年度協定の改正概要でございます。

　区立図書館指定管理者３社との年度協定につきましては、これまでと大きな変動はございません。この資料では、改正になる部分だけを記載しております。

　最初に、丸善株式会社の部分でございますが、第３条の甲乙のリスク分担についての明記ということで、別紙１をつけるということでございますが、このリスク分担というのは経費負担ということで、例えば法令等の変更ですとか、物価の変動ですとか、あるいは何か施設設備の破損があって利用者に損害が発生してしまったような場合の賠償責任ですとか、そういったことの経費負担について、区と指定管理者、どちらが負担するかというもののリスクの負担区分を定めているものでございます。

　実は、これにつきましては、もう既にプロポーザルのときに条件としておりまして、既に約束事にはなっております。ただ、今般、協定で定めた方がいいという考え方がございますので、今回の年度協定にそれを加えたということです。

　これは指定管理施設共通のものでして、図書館固有のものではございません。それが、その第３条の部分でございます。
　それから、管理業務経費の変更ということで、読書推進講演会経費５０万円とありますが、この読書推進講演会事業は、指定管理者制度を入れてから、各社に持ち回りでやっていただいております。

　前年度は丸善にお願いしておりましたが、今年度は図書館流通センターに変わりますので、その経費が移っているというところでございます。

　それから、特色ある図書館づくりの資料購入費、それから備品購入費につきましては、区の財政事情ということでシーリングを受けまして、財政課とのやりとりの中でも少し圧縮せざるを得ないということで、やむなく少し落としているというところでございます。

　ただし、この２つにつきましては精算経費でして、指定管理者の人件費ですとか利益には影響がない部分というところではございます。

　図書館流通センターについては、成増図書館複写機賃貸借料の増というのがございますが、これは事務室の中のコピー機のリース料でございます。

　これについては、長期継続契約をしておりましたけれども、指定管理者制度導入後も、その契約期間内は区が直接支払いをしておりましたが、今回その期間が満了となりまして、新たに指定管理料に含めて指定管理会社の方で執行していただくということで組みかえたものでございます。

　それから、先ほどの読書推進講演会の経費が５０万円分増になっております。

　それから、資料費とか備品購入費については、丸善と同様、削減しております。

　最後のヴィアックスにつきまして、清水図書館、蓮根図書館のファクス、コピー機については同様の事情でございます。

　それから、資料費と備品購入費についても、同様の事情で圧縮しているというところでございます。

　そのような部分が改正内容でございます。
　次のページから、年度協定書の写しがございます。
　次に、２点目でございます。基本協定の一部変更がございます。

　これにつきましては、別紙２をご覧いただきたいと思います。

　これは、基本協定書の中に１条を加えるというもので、加える内容としましては、板橋区契約における暴力団等排除措置要綱というのを２月に策定しまして、その趣旨を踏まえて、指定管理者が行う管理運営業務についても暴力団等の介入を排除しなければならないという条項を加えたものでございます。

　こちらにつきましても、指定管理施設共通の改正となっております。

　内容につきましては、別紙４の方で、政策経営部から、各指定管理者制度導入施設の所管課長あての通知というのがございまして、都の契約におきましても、暴力団とのかかわりのあることが分かった場合には契約を解除するということで、債務不履行等がないと法定の解除権は発生しないのですが、契約条項に解除できるという条項を含めておけば、そういった事態になっても区で解除できるということで、それらについて取扱いを定めた要綱が制定されております。

　指定管理者におきましても、同様に、そのような事情を踏まえて対応いただくというようなことで、基本協定にその旨の条項を加えているということでございます。
　最後の、平成２４年度事業計画でございますが、こちらについては、別紙３で、３社から出ている事業計画書がそれぞれついております。こちらについても、例年と大きな変更はございません。

　管理業務の運営体制ですとか、経費の内訳、職員の研修関係、危機管理関係、図書館の事業関係について、それぞれ計画として載っております。

　１つだけ、図書館流通センターの事業計画をご覧いただきたいのですが、最初に丸善がありまして、その次に図書館流通センターの計画書がついておりますけれども、その９ページになります。

　図書館流通センターの年度事業計画書の９ページのところで、④学校連携という記載がございますけれども、区政８０周年記念事業ということが記載されております。実は、区立図書館では幾つかのプログラムを考えておりまして、８０周年事業をやるということで動いております。
　図書館流通センターはその部分を取り込んでいますけれども、実はオール区立図書館で、全館共同でやるという形になっております。

　学校連携の部分として、図書館を使った調べる学習コンクールをやってみようということで、全小・中学校を対象に募集してやってみるということになっております。学校とは調整中でございます。

　図書館の資料、情報を使って調べる学習をやるということで、図書館で、ガイダンスですとか、色々調べ方のフォローとかをやるということで、表彰式を板橋区版でやるという予定でおります。

　優秀作品については全国コンクールで推薦するという、読書感想文コンクールと似たようなやり方をやっておりますけれども。そんなようなことで、今回やるという予定でおります。

　そのほかにも８０周年記念事業を企画しておりまして、またいずれ、教育委員会の場でご報告したいと思っております。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　財政の関係もありますけれども、特色ある図書館づくりの費用とかが削減になったのは、ちょっと残念ですよね。

　この備品購入の件も含めてですけれども、各社で削減している額に開きがありますけれども、レベルは特に問題ないと思っていて。

中央図書館長　　特色ある図書館づくりのための資料購入費につきましては、１館当たり５万円ですから、指定管理者によって３館担当したり、４館とかで、そこの違いが出てございます。

　備品購入費については、たしか割合で設定しておりますので、割合としては同じ割合で、何％ということで減額しているという、そういった事情がございます。

谷田委員　　もう１つなんですけれども。この読書推進講演会というのが持ち回りということですけれども、これは、例えば、前年にやったものが引き継がれるというか、会社が変わるので当然やり方は変わるんだと思うのですけれども、そこら辺のノウハウの連携みたいなものというのは。

中央図書館長　　特に連携というようなことはございませんけれども、各社の企画力とかコネクションを生かしたテーマでやっていただいているというところでございます。それぞれ、かなり色々考えて、関心の高いところをテーマにして、ある程度、知名度のある講師をお招きしてということで近年はやっております。
　今年については、「区政施行８０周年記念」という冠をつけて秋の読書推進講演会もやっていただくということにはしています。
今井委員　　地域連携費６０万円というやつは、学校だけではないやつですよね、そのほかにも。消化具合というのは、今までのところ、どうなっていますか。

中央図書館長　　これは、実は、今年度から新たにほかの経費から分離させて項目を設けているものですが、例えば団体貸出ですとか、病院ですとか老健施設。資料の搬送費ですとか、あるいは図書館流通センターについては、先ほどの調べる学習コンクールは実は今年度やっていまして、高島平、赤塚、成増方面の小学校でやっていまして、そういった事業に活用されているといったところで、今のところは使われておりますので。
　これから地域連携に力を入れていくという方針にしていますので、これは圧縮せずに維持したいというところでして、ですから、今後、この経費は非常に活用度を高くしていかなくてはいけない経費だというふうに考えております。

今井委員　　その絡みなんですけれども、例えば、最初の丸善、１４ページ。

　地域連携が①、②、③、④と続いてきて、⑤が学校連携で、１５ページにかけて、非常に具体的に練った内容というのがあって、さらに⑥地域連携の２項目に学校図書館のボランティア支援が載っているというぐあいで、すごく深まりを感じたところです。
　その一方、業者さんによっては、次の２番目、社名を言わない方がいいですね、９ページとか、その次の１１ページとか、大分、温度差があるかなという。要するに、具体性みたいなところ。

　割と締め切りのタイトなこういう文章を要領よくまとめるというところで、もちろん削ぎ落とされている部分が多いんだろうと思うのですけれども、その辺の、「こんなことをやっているよ」みたいな、いい事例が、企業秘密という面はあるんでしょうけれども、お互いに何かしら伝わるようなことがあるといいのかななんて思いながら見ていました。
中央図書館長　　その点につきましては、毎月第３水曜日に全館の館長を集めた館長会議、今月は今日の午後３時からあるんですが、本社の関係者も、スーパーバイザーとか窓口の対応に行きますけれども、その場で、月単位で各館の報告というのを出しています、ペーパーで、また。口頭でも報告がありますので、そういった情報共有は実はやっております。

　あとは、部会があるんです。館長会の下部組織で、サービス担当者部会ですとか、児童サービスの担当者部会とか、そういったところで色々やりとりしながら運営をしております。
　事業計画自体は、今井委員がおっしゃっていた、この計画書からだけはかなり限られていますので、実は後者の事業者の方が地域連携の厚い部分が実際にはあるかなと私は思っております。

　そういった問題も、かなり、ここに表れていない部分でも色々な取り組みは結構入ってきているところでございます。

今井委員　　分かりました。

本山委員　　見落としたかもしれないんですけれども、今、３社で温度差があるというお話があったんですけれども、障がい者雇用に関する取り組みなども、各社で、障がい者雇用に取り組みますというところと、何ら触れていないところとあったように思ったんです。

　障がい者とか高齢者へのサービスも、それをうたっている社と、特にはうたっていない社とあったように思ったんですけれども。障がい者雇用に関する取り組みも大事なことですので、その話し合いのときに検討していただければと思います。

中央図書館長　　これも、事業者を募集するプロポーザルのときに業務要求水準書というのがあって、条件として、その内容は少なくともやってくださいというのを提示するんですけれども、その中には、障がい者の雇用についても規定してあったかと思うのです。
　ただ、実際にどういう人を採用して、どう配置していくというのは、会社のマネジメントといいますか、会社の経営といいますか、そういったことで、区として要請していますけれども、実際にどこまでという強制力はありませんので、会社の考え方でやっていくことだと思います。

委　員　長　　地域連携の点では、昨年、赤塚図書館では、まち博の方が赤塚の歴史とか、そういうお話をされていまして、結構お客さんが見に来ておりました。だから、そういった地域連携という形で上手くいっているんではないかなということを思いました。
　あとは、８０周年の記念事業のこれには、中央図書館は入らないんですか。

中央図書館長　　入っております。

委　員　長　　要するに、ここには出てこないというだけですね。

中央図書館長　　もちろん中央も含めて、サービスエリアというのを決めているんです。そのエリア内の学区は中央も持っていますので、そこへ配置紹介していただいて、ガイダンスをやったりとかということで、一応、取りまとめは全部中央でやっておりますけれども、それぞれ得意そうなところをＣＡＰとして指定してあるんです。

　組み立てはお願いして、それを先ほどのような会合で打ち合せをしながら組み立てていくということでやっております。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

　では、お諮りします。日程第三　議案第７号について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。
（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定します。

○報告事項

１．平成２４年第１回区議会定例会（３月）代表質問答弁要旨
（教育長）

委　員　長　　それでは、報告事項について聴取いたします。報告１「平成２４年第１回区議会定例会（３月）代表質問答弁要旨」について、教育長から説明してください。
教　育　長　　それでは、３月７日に開かれました平成２４年第１回区議会定例会の代表質問についてご報告いたします。資料をご覧ください。

　代表質問ですから、各党１名ずつ、５名の方から質問がありましたけれども、そのうち４名の方から教育関係のものをいただいています。

　始めに、自民党の菊田議員は、学校適正規模・適正配置についての答申についてのご質問がございました。

　あわせて、今後の進め方についてということで、特に大山小学校のところの質問がございまして、答弁要旨のところに書いてありますように、大山小学校については平成２５年度に複式学級が出現するという児童数になってしまう予定ですので、緊急に対応する学校として、答申を受ける以前から保護者、地域との話し合いを進めていますということでお答えしております。

　ようやく大山小学校については、協議会メンバーの名前が出揃ったようですので、４月に入ってから第１回目の協議会を開催していきたいというふうに思っています。

　それから、次に、教育支援センターについてのご質問がございまして、機能についてのご質問。
　これについては、今日も後で話があると思いますが、学校支援の充実と子供支援の充実という内容で進めていきますということでお答えしています。

　それと、教育支援センターの効果についてのご質問がございましたが、教育支援センターは、今一番必要とされている教員の授業力の向上、それから授業改善などにとって非常に有効で、それが、ひいては児童・生徒の学力向上につながっていくということでお答えしています。

　それから相談機能がありますので、相談機能の充実で、さらに不登校、いじめなどの問題の解決にもつながっていくのではないかというふうに期待しているというお答えをしました。

　教育相談所は今、蓮根と成増にありますけれども、そこを今後どういうふうにするかというようなご質問がございましたけれども、今後、本庁の中の教育支援センターにもできますので、蓮根、成増の教育相談所のあり方についても見直しをしていく必要があるということで、教育支援センターの相談機能と合わせて、今後、早急に検討していくということでお答えしております。
　それから、次に学校支援地域本部事業についてです。これは平成２４年度の区の目玉事業にようやく入れていただきまして、大変嬉しいところです。

　今、５校でやっていますけれども、新たに５校が追加されて、平成２４年度は小学校８校、中学校２校という形で、１０校で実施していくことになりました。
　この事業を進めていく上の課題は何なのかという質問がございました。

　特に３点、学校の意識改革と校長のリーダーシップの問題、それから、核となります地域コーディネーターの養成の問題、それと、地域へのＰＲ、この３点が特に大切な課題というふうに認識していますとお答えしています。

　特に地域コーディネーターの養成に関しては、東京都でも大分応援をしてくれていますので、その辺と連携をしながら養成していきたいということと、ＰＲに対しては、お手元にも何回か行っていると思いますが、大変素晴らしい「学校支援地域本部だより」というのを各学校で出していただいていますので、広くＰＲしていきたいと思っています。
　それから、今後、地域の力をどういうふうに活用していくのかというようなところでは、地域では、板橋は青少年健全育成活動が非常に活発に行われて、特に体験活動などを中心に色々進めてもらっているんですけれども、このメンバーは、学校支援地域本部のボランティアと重なる部分が大変多いんですけれども、地域コーディネーターが中心となって、よりよい連携を図って地域の力をまとめていくということが課題になるかというふうに思っています。

　それから、次が公明党の中野くにひこ議員で、始めに道徳教育推進に関してのご質問がございました。

　学校には、兼任ですけれども道徳教育推進教師というのが平成２１年度から各校に１人ずつ指名をされています。

　この先生を中心に、道徳の授業の質を高めるために研修をしたり、教材を新たに開発するなどということをして、道徳的な実践力を高めるというような実践が見られるようになってきています。今後も、この推進教師がリーダーとなって積極的に働きかけていくことになると思います。

　それから、教育委員会として、道徳教育に関してはどういう認識を持っているのかという決意を聞かれたところがありますが、板橋の学校でも平成２３年度に不祥事が残念ながら起こっていまして、特にこれらについてどういうふうに考えているのかというようなご質問でございました。
　本当に残念な事件だったんですけれども、これらの不祥事に対してはかなり厳しい処分を行うとともに、各学校で、毎月、服務事故防止研修を実施して再発の防止に努めているところですというふうにお答えをした上で、豊かな心を育む道徳教育をより充実したものとするために、道徳教育推進教師を中心にして、一人一人の意識を高めて、道徳教育の推進体制を充実していきたいということでお答えしております。

　それから、次は、子供たちの体力についてのご質問がありました。
　板橋区では、今日も後ほど報告がありますけれども、体力を、単に運動能力だけではなくて、行動体力と防衛体力という両面からきちんと捉えて取り組みを進めてきています。

　特に防衛体力というのは、日頃、体調を整える力ですとか、免疫力ですとか、病気に対する抵抗力というようなところでの体力づくりということで、幼いときからの健康づくり、体力づくりは大変大切になってくるところです。

　平成２３年度に東京都が新体力テストを行いましたけれども、それの結果は、全国平均と比べて、ほぼ同じか上回っているというのが、板橋の小中学校で、男女、学年を問わずの結果でございました。

　この結果をもとに、今、板橋区の体力向上推進委員会を設置いたしまして、運動能力に対する運動例を冊子にまとめて、各校の子供たちの体力の状況に応じた体力向上の推進を各校で図っていっております。
　東京都のテストの後、結果を受けまて、１校１取り組み運動というのを年間を通して計画的に進めているところです。

　それから、そのほか防衛体力というところも含めて、食育ですとか健康教育についても実際に取り組みを進めてきているというところがあります。

　それから、３番目が共産党の松崎議員でした。

　１つは、区役所の改築についてということで、その中での教育支援センターのあり方について、教育委員会事務局の中にある指導室が同じ６階にあるというところで、まずい点はないのかというようなご質問が常に共産党からあるのですけれども、教育支援センターは教員を指導、管理、評価するというところではありませんということを、きちんとここではお答えをしております。

　それから、今回の議会で、この後もそうですけれども、共産党は学校の施設整備についてかなり集中的に活動されていまして、つい先日も要望書をいただいたところですけれども、各学校をかなり回っていらっしゃいまして、雨漏りですとかトイレの状況がひどいのではないかというようなことを指摘されました。

　確かに老朽化が進んでおりますので、大雨が降ると壁に雨漏りがするというような状況もあったりしますけれども、教育活動に影響を及ぼすことはないように極力整えていっているというところですが、なかなか根本的な解決にならないので、共産党から常に指摘を受けている状況にあります。

　特に、学校トイレが生活の基本になるというところで、早くきれいなところでトイレを使わせてあげたいという希望がかなりありました。

　今まで余りこういう考え方はしてなかったんですけれども、災害のときに、学校の、特に避難所となる体育館近くのトイレを使うことになりますので、そういう避難所の役割という視点からも、トイレをきれいにとか、トイレの洋式化の問題は教育委員会としても考えていかなければならないというふうに考えているところです。

　それから最後に、民主党の佐藤議員から、子育て支援、特に幼稚園に関してのご質問がございました。
　１つは、預かり保育の拡大の支援はどうなっているかということでございましたけれども、私立幼稚園では、今、平成２３年度は３５園中３３園で預かり保育を実施して、延長して保育をしていただいています。

　そういうふうに預かり保育を実施している私立幼稚園に対しては、開設日数ですとか、利用人数、長期休業期間の開設などの実績に応じて補助金を交付して推進しているという状況でございます。

　今回の、子育て新システムの中で、総合子ども園への移行という課題が出されてきています。それに対してどういう考えかというようなところの質問がございましたけれども、今のところ、まだ詳細について判明していないのが実態ですけれども、少なくとも幼稚園については満３歳未満児の受け入れは義務づけられていないので、現行のまま存続するということが認められておりますというようなところでお答えをしております。

　幼稚園に関しては幼児教育の専門の施設ですけれども、０歳、１歳、２歳という乳児に関しての保育に関しては施設もありませんし、人員も今のところいませんし、ノウハウがないということで、なかなか参入に関しては難しいのかなというふうに考えているところですが、今後、国の動き等も見ながら検討していかなければいけない課題だというふうに考えているところです。
　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　意見ですけれども、学校支援地域本部などもそうですし、もしかしたら、教育支援センターなどもそうなのかもしれないですけれども、中小企業というか、企業とどうつなげていくかという視点も、これから必要になってくるのかなと思っていて、そういったところも、全般的に教育の中に考えていくようなことは、どこかで考えておく必要があるのかなというふうに思っております。

　それから、あと、もう１つ、体力の件は、測定するのは行動体力がどうしても中心になってくるので、測定するとどうしてもそっちに目がいってしまいますけれども、板橋としては防衛体力もすごく大事なんだということはしっかり伝えて、皆さんにも理解していただく、そういったことは地道にやっていく必要があるのかなというふうに思います。
　以上です。

委　員　長　　学校の設備の悪い点については、本会議だけではなくて、予算委員会でも話がありました。雨漏りをして学校が休校になったという話が予算委員会でありましたけれども、その辺は事実でしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　その点につきましては、実際には事実です。雨漏りの中で、校内が水浸しになってしまいまして、早朝にそれが発覚しまして、急遽、当日、休校にしたというような状況です。
　状況としましては、校舎の屋上に防水加工がされていない校舎棟だったんですけれども、ちょうど台風が通過のときで雨量が相当な量ではあったんですけれども、通常ですと、ある程度、排水溝から屋上の水は排水されるところですけれども、雨の当時、職員が駆けつけたところ、要するに、２か所ある排水溝が落ち葉等で詰まっていて、屋上がプールのような形で水がたまっていたんです。
　その水が、屋上、あるいは壁面を伝って中に入ってきたということで、当該の学校につきましては、そういった意味では、排水溝の清掃などの日頃の取り組みについても話はさせてもらったところですけれども、いかんせん、屋上防水をしていないという部分で休校にまで至ったという状況です。

　その両面、日頃の管理の部分と防水加工について、両面あったケースが休校になったという状況を招いてしまいました。

委　員　長　　一部の教室だけではなくて、全部の教室に雨漏りということですか。

新しい学校づくり担当課長　　校内が相当な形で階段から水が下にだんだん流れていくような形で、授業するというような状況ではなかったということです。

教　育　長　　全体ではないけれども、そこの校舎の一角が水浸しの状態になっている。

新しい学校づくり担当課長　　そうですね。

谷田委員　　ある程度、水かさが増えてしまうと、どんどん入ってしまうんですよね。

委　員　長　　それは、要するに、整備週間で見落としていた。
新しい学校づくり担当課長　　屋上なので、屋上に上がって清掃するというところが、なかなか頻繁にできないんですけれども、当該学校に対しましても、例えば雨のシーズン前には、ひとつチェックポイントとして上げてくださいというお話はさせていただいているんです。

委　員　長　　でも、逆に言うと、頻繁に見なければいけないということですよね。

新しい学校づくり担当課長　　実際は、葉っぱのみでなくて、ごみが、どうしても風で重なってたまってしまいがちなので、そこは注意してほしいなというふうには思っています。

教　育　長　　屋上の配管というのですか、といの清掃というのは、学校上は用務さんがやっているんですか。

指導室長　　そうですね、用務です。

庶務課長　　定期的に行っている形に含まれているんですけれども。

次　　　長　　委託なんかしたときは、委託のあれに入っている。

庶務課長　　入っています。

教　育　長　　入ってますね。

委　員　長　　ドレインですね。

今井委員　　施設関係ですが、ご指摘をいっぱいいただくというのは両面あって、ありがたいことではあるかなという気がするんですけれども。

　ちょっと前は、校舎の耐用年数がくるから、順次建てかえていかなきゃというふうに考えていたところが、耐震補強とか大規模改修とか、色んな大がかりな延命策が技術的に可能になってきて、そこにどっちが適しているかを判断してやってきているという状況。

　ということは、全部建てかえるのに比べると、実はかなり区民の負担は減っているはずで、要するに、大規模改修でコストは３分の１ぐらいでしょうか。そういう意味では、区民の方に学校を支えていただいているご負担を、結構、目に見えない形で大分軽減させていただいているという状況で、改築と大規模改修の差額の１校分で全校のトイレは多分できてしまうでしょうし、大がかりな雨漏り対策とかも、合計２校分ぐらいでできてしまうのかなというあたりは、区民、納税者の方もご納得いただけるのではないかと、期待したいなと思います。

教　育　長　　教育委員会として希望しているんですけれども、なかなか財政的なところで、話がとんとんとはいかない状況もあります。

　今、雨漏りだとか、かなりそういうふうに出てきている学校は、早い時期に耐震補強工事をしているので、まだ大規模改修にも手がつけられないというところが多いんです。
　だから、いずれは、もうここまできてしまうと、その学校自体は大規模改修ができない年数が経っていますので、平成２７年度までの大規模改修・改築の計画をつくってそれに従ってやっているんですけれども、それ以降のところで、学校整備計画をつくっていくときに考えていかざるを得ないかなとは思っている。

　トイレは、なかなかお金がかかるものですから難しいのですけれども、少しずつでも計画的にやりたいなというふうに思っています。

委　員　長　　ほかにございますでしょうか。道徳教育のお話がありましたけれども、先生の道徳教育も必要かなという新人の先生が最近は多いんですが、子供のうちにしっかりやっていきたいと思います。

○報告事項

２．文教児童分科会（当初予算）報告（平成２４年３月９日）

（次長）

委　員　長　　では、報告２に移ります。「文教児童分科会報告（平成２４年３月９日）」について、次長から報告してください。
次　　　長　　来年度当初予算の分科会での審議でございます。
　お１人当たり大体２０分程度という持ち時間で、５時が終了時間ですけれども、それまで割り振って次々に聞いていくということと、それから、聞く内容が来年度当初予算という漠然としたものでございますので、かなり多岐にわたっています。要旨と言ってはあれですけれども、特徴的なところだけ見ながらという形でやらせていただきたいと思います。

　資料をご覧いただきたいと思いますが、まず、安井議員からは、これは必ず出る話ですけれども、来年度の教育委員会関係予算の特徴は何だというご質問がされています。

　特に、教育委員会の場合、来年度予算が大きく前年度比減となっておりますので、その辺のことで聞かれております。

　これは、前にもご説明したとおり、改築ですとか大規模改修、あるいは耐震補強工事、これが一段落をしたということで、教育委員会活動そのものについては、着実に執行できる予算だというようなことでお答えをしております。

　それから、その後は飛ばしていただいて、荒川議員のところです。先ほど、雨漏りですとか、トイレですとかの話が出ましたけれども、ここでは校庭改修ということが出ております。
　これも結構多くの学校から砂埃の問題等々で要望があるんですが、実際には１年１校というような形でやっていて、ほかには大規模改修・改築、あるいは校庭の芝生化、そういう際に行っているわけですけれども、ただ、そういう校庭整備のほかに、グリ－ンサンドという砂を変えるという手法もあるということですので、そういうことも視野に入れて検討を進めたいというような答弁をさせていただいています。
　それから、武道の必修化ということがここでも聞かれています。
　特徴的なのは、柔道着の私費負担はどうなんだということで言われておりますが、これは定例校長会等でも、教育委員会から、私費負担について、なるべく保護者の負担に配慮するような形で行ってほしいということは各学校にお伝えしているところです。
　それから、田中議員、安井議員では、先ほども出ましたけれども、学校支援地域本部の目標数というのはあるのかというようなご質問がありまして、小学校を中心に順次拡大していきたい、全校実施というような形で教育委員会の方針だというふうに答弁しています。

　それから、いつも聞かれますけれども、コミュニティスクールの導入予定はどうだというご質問がありまして、これも、従来どおり学校支援地域本部をやっていく中で、それが発展的にコミュニティスクールになるというような答弁をさせていただいております。

　それと、大山小学校の今後ということで、これはこの後にも小林公彦議員とか何人かの議員から出ておりますけれども、様々な形でご報告していますので、意見交換会等を行ったけれども、その席ではどのような意見が出たのかとか、それから、今後の予定はどうなんだというようなお話が出ています。

　大山小学校の通学区域内の２つの町会の方々に対して、希望者ということで説明会を開催いたしました。３０名程度ご出席いただいたというところで、様々な意見が出ています。

　統廃合をするのか、しないのかとか、それから学校選択制について、地域の方々の中には学校選択制が原因ではないかみたいなご意見を持っている方もいらっしゃるので、そういう意見も出ています。

　先ほど教育長からもありましたけれども、協議会を結成したいということで、ここでそういうこともお願いし、その後、町会、それぞれに協議会のメンバーをお出しいただき、ほぼ固まっているというようなところでございます。

　それから、川口議員からは、この大山小学校の問題も含めて、違う視点から、特に大山小学校は借地がかなりございまして、大山小学校でいうと、借上料を年間４，０００万円程度払ってきているというところで、その辺についてどうなんだというようなお話がされています。これについては、先ほどと同じような答弁をさせていただいている。

　それと、川口議員は、給食ということで、給食１食当たりの単価と、それから、端的に言うと、その金額で大丈夫なのかというようなお話が出ていまして、値上げということについて可能性としてはどうなのかというようなことも質問されておりますけれども、確かに限界に近づきつつある。米とか主要な食材がかなり上がってきている。たしか平成１６年だったでしょうか、上げて以来、ずっと上げてないという形で、相当上がってきている。

　特に、米が、放射能の影響等もあるのかもしれませんが、かなり、ここにきて上がっているという状況もございまして、現場での対応は大分限界に近づいてきているのではないかという認識は持っておりますけれども、来年度については値上げをせずに工夫するという形でやっていくということですけれども、今後の物価の状況ですとか、経済状況その他を見ながら、あるいは給食の現状ということについて、保護者の方々に十分ＰＲしていこうというようなことになっております。

　それから、小林公彦議員が、これは、この後の予算総括でも質問がありましたけれども、義務教育における留年制度。大阪の橋下市長が言って、話題になったので、その辺の話もあったかと思いますが、留年制度について、現状はどうだという話です。

　現状としては、板橋に限らず、一般的には、本人からの申し出等があって、しかも、例えば日本語がまだ習得できていないとか、そういうことで原級留め置きというのはありますが、留年をさせるということは行っていないし、そういう形で積極的に進める方向は考えていないというような答弁をしております。

　それから、フィードバック学習について応援してくださる質問をいただいております。「もっとしっかり予算をつけて」と言っていただいております。
　それから、しば議員の方で、給食におけるアレルギー対策ということで、現状はどうだということ。

　原則的には除去ですけれども、身体症状などによって個別に対応ということで、この後、たしか予算の総括でも出ましたが、アレルギーといっても、入っているものを自分で取ればいいアレルギー対策から、つくる段階から一切その成分は入れられない、それで、それが命にかかわるというようなものまで、幅広くあるというところで、診断書とか、それから栄養士、養護教諭その他と連携をとりながら行っていくというような説明をさせていただいております。
　それから、荒川議員のところで、最後のところの蓮根教育相談所ということで、実は、これも予算総括で出ましたけれども、志村六小の「あいキッズ」が、志村六小自体は子供が増えておりますけれども、「あいキッズ」も１３０名を超える入会希望があったということで、これは過去最高。ほかの学校でも例を見ないぐらいの多さということで、その対応ということで、教育相談所の第１プレイルームというところを使おうということで検討しておりまして、その旨、陳情が出ておりましたので、前の文教児童委員会でご報告しているところです。

　それに対しまして、共産党さんは、基本的に教育相談機能というものを大切にしろと。１部屋使えなくして大丈夫なのかというような視点での質問でございました。

　施設の職員と十分に打合せを行いながら進めてほしいということで、そういう形でやらせていただいておりまして、新年度早々から使えるようにしたい。それから、使う際には、相談者と動線が重ならないとか、プラバシーに対する配慮とかを行いたい、そういうようなことをお話しさせていただいております。

　それから、この下の川口議員からも、学校トイレの改修ということでお話をいただいています。

　ご提案がたしかあったと思いましたけれども、改修というのは大変お金がかかることで、脱臭とか、一部の器具を取りかえるとか、そういう柔軟なことも考えろというようなお話でございました。
　それから、小林公彦議員です。学校選択制ということで、学校選択制に対する区の見解ということです。
　これも従来から申し上げているとおり、否定的な意見もある一方で、ほとんどの保護者の方々の支持を受けているということと、それから来年入学から、小学校については隣接の通学区域のみに変更するということなので、こういう状況を見ながら事業を継続していきたいというふうなお答えをしております。

　小林おとみ議員のところで、放射線教育における副読本に関して、これも後ほど総括質問で取り上げられたんですけれども、一番最初は放射線対策ということで予算が計上されていない。これは区全体について言えることなんですけれども、そういう名目では入っていない。
　板橋区教育委員会の場合も、給食食材等については、今の予算の範囲内で対応する。それは、国等で新しい基準が定められたり、補助金等が、まだ出るのか出ないのかを含めて、はっきりしないというところから、そういう対応ということでやっておりまして、もし必要な場合には補正も含めて対応しますという形でやっております。

　それから、副読本ですけれども、ここでも質問されておりますし、予算の総括でも、文部科学省の副読本はどうなんだというお話がございましたけれども、これについては、放射線についての基本的な基礎知識をきちんと教えるということで、これだけではなくて、東京都の「３．１１を忘れない」という冊子ですとか、そのほか様々なものを使って、その１つとしてこの副読本も活用しながら、放射線教育というものを進めていきたいというふうな話をさせていただいております。

　それから、しば議員は、指導主事に関してということで、休職者はいるかということで、これはいないということです。
　勘違いをされていたようですけれども、籍が学校にあって、こちらに来ていますので、その関係で、表現上こういうふうに見えたようですが、なり手がいないんじゃないかというふうな質問がございました。
　確かに、管理職全体が、これは国も言えるんですけれども、競争率が下がってきているというのは事実でございまして、指導主事についても、その辺の競争率は下がっているというところがあって、多忙ということも現実としてはあるというようなお答えをさせていただいています。

　それから、最後が、小林公彦議員から、天津わかしお学校について、個別のケースがあったようですけれども、通学要件を緩和できないかと。

　他区に転出してしまって、あるいは、もっと広げて他区の子も入れられるというような形にできないかということだったんですけれども、天津わかしお学校については通常の学校以上に区費が投入されているということと、それから区市町村、都立でも同種の学校がございますので、区市町村の役割としてどうなのかというようなところもありますので、現在のところは、でき得る限りの柔軟対応はとっておりまして、例えば、学年が途中であれば、その学年は転出してもということをやっておりますので、そういうことで、そういう対応を続けていきたいというようなことでお答えをしております。
　文教児童委員会については、以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　小林公彦議員の学校選択制に関してというところで、３番で協議会を設置する可能性となっておりますけれども、これは今後という意味ですか。

次　　　長　　これは、たしか大山小学校。

学務課長　　これは、一応、学校選択制については、制度発足以降、色々な課題がありましたので、平成２１年から２２年にかけて選択制そのものに関して検証するような会議が１回開かれているのです。

　その結果を受けて、平成２４年度の新入生から隣接選択制に変わったという経緯がございまして、今回、そういうまだまだ課題があるので、今後、またそういう協議会とかそういった検証みたいな会は設けられないかという趣旨のご質問ですので、また平成２４年度でそういうふうに制度を変えていますので、そういったものを検証しながら、必要に応じて、今後とも課題があれば検証をするような場で検討会は開いていく可能性はありますというような答弁をさせていただいています。

本山委員　　そうですか。
教　育　長　　先日、多摩市の教育委員会が学校選択制をやめたという報道が載っていたのです。昨日だったか一昨日だったか、もう一回ほかの新聞に載っていたのを見たのと、先日、多摩に、うちの成増小から行った清水教育長と話をしたのですけれども、やめたということではなくて、うちと余り変わらないと思ってみていたのです。学校希望入学制かな、確かに「選択制」という言い方はやめたのです。
　それで、内容は、近隣の学校で、本来の指定された学校へ通うよりも通学時間が短い学校がありますよね、板橋にはたくさん近隣にあります。そういう場合だとか、それから兄弟が通っている場合だとか、そういう条件をかなり限定した上で希望することができますというような制度に変えましたということなので、うちも、もう少し通学のところを、時間を、多摩みたいに変更して、より近い学校ならいいですよというふうなところに変えていけば同じだなと思って聞いていたところです。

　近隣制度に今度変えて、余り大きな影響はなかったのです。ということは、もう既に、ほとんどが近隣の学校、通える学校に、隣の学校に通っていたという実態があったんですけれども、それでも、なかなか地域は理解をしていただけないで、まだ、全部どこでも行けるんではないかというふうに理解している方もかなり多いようですので、きちんとＰＲしていかなければいけないのと、条件については、多摩の例などを少し参考にする必要があるかなと思って新聞を見ておりました。

本山委員　　従来、遠くから通っている児童の多い学校がありましたよね。常盤台小学校だとか緑小学校だとか。近隣ではないところから通っている子供たちがいたわけですけれども、その点に関しても、平成２４年度から何ら問題は起きなかったんですか。

学務課長　　そうですね。今ご指摘の緑小学校とかは、結構、地域外の方が多い学校で、抽せん校になっているところはそういうところが多いのですけれども、平成２４年度からは、地元の地域プラス隣接校のみですという話にさせていただいて、選択の周知も終わっているんですけれども、ほとんどそれに関する苦情といいますか、ご意見はなかったようです。

教　育　長　　先日、緑小学校の卒業式に行って、校長先生と話をしたところでは、今までに比べると遠くから来る子供は確実に減りますという話でした。でも、特にそれについて苦情はないとおっしゃっていました。
今井委員　　確かにネーミングとかが重要かもしれませんね。「学校選択制」というタイトルでお手紙が来て、行きたい学校を選んでください、いつまでに提出してくださいねというと、デフォルトで選んでいいよみたいな雰囲気になってしまいますね。

学務課長　　選択制というものを導入した当初は、色々とＰＲも含めて、かなり選択制ということについてウエートを置いていたんですけれども、板橋区の場合は、基本は地元の通学区域ありきの選択制ですから、その辺は、少し年限も経ってきたところで、正しい周知、ＰＲの方法も検討していかなくてはいけないかなと考えているところです。

委　員　長　　大山小学校で児童が減ったのは、選択制のせいではないかというご意見が、予算委員会などでもありましたけれども、私が思うには、選択制というよりも、自分のお子さんとかお孫さんを自分の母校に入れたいという方が多かったんではないかなという気がしています。

教　育　長　　大山小学校が減り始めたのは平成１４年ぐらいからなんです。国が制度を変更して指定校変更の弾力化を始めたときからで、選択制はその後。

本山委員　　すみません、もう１件。小林おとみ議員が虐待防止についてご質問なさっておりますけれども、以前、私が、居所不明児童数というか、都の広報紙に７倍に増えたと。それは地震関連ではなくて増えたというふうに載っていたんですけれども、板橋区の場合をお聞きしましたけれども、具体的な数字とかは出ましたでしょうか。

学務課長　　今、手元に資料がないんですが、新聞で言われた非常に大きな数字とかではなくて、本当に極々限られた、住民票上も含めて居所が不明だということが数名あるという程度です。
　あの新聞の記事は、もともとは、区によって居所不明ですとか、学齢簿に落とす、落とさないという扱いが非常に大きく、自治体で異なっていましたので、それの補正をしたという記事でした。板橋区の場合は、この限られた人数で、今、居所不明という方はいるというふうに。数字はあれですけれども。

本山委員　　そうですか。あのときに、東京都で集計して、その数字が出るというお話でしたけれども、その数字は出たんでしょうか。

学務課長　　各区の数字が上がって、東京都の集計結果も終わっています。

本山委員　　そうですか。では、この次に、それをお願いいたします。

谷田委員　　２つあります。１つは、校地の借上料というのは、予算を生み出すというか、そういう、減額するべき可能性はあるものですか。それは分からないですか。

新しい学校づくり担当課長　　いわゆる国有地を借り上げているものと、あとは民有地のものですけれども、特に国有地のところは、国の基準で、財務省等ですけれども、国の基準で減額がだんだん進んでいったりという現状はあるんですけれども、民有地に関しましては、固定資産税等、土地の評価等が変わった段階で、基本的には３年に１度というところで、それに対しての倍数を掛けて定めていますので、交渉等の余地は、なくはないんですけれども、今まで長く、何十年というところでは、土地の納める税に対して一定の額をこちらの方で負担しているという状況でございます。
谷田委員　　そうすると、余り変わらないということでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　実際に土地価格が下がった数年前というのは、だんだんと下がっている実態が現実的にはありました。ですので、金額が上下しているということはございます。

谷田委員　　分かりました。
　もう１つは、留年の話がありましたけれども、私は知らないんで教えていただきたいんですが。留年というのは、例えば義務教育は小学校６年生、中学校３年と９年ということですけれども、例えば１年でも２年でも留年しても、同じ義務教育というのは受けられるということになるんですか。どうなんですか。

指導室長　　留年しても、最後まで卒業できるかということですか。

谷田委員　　そういうことです。

指導室長　　それは可能だと思うのですが、明らかではないんですけれども、義務教育の終了年限は１５歳というようなものがあるので、その辺は確認をさせていただければと思います。

谷田委員　　また、後で教えていただければと思います。

指導室長　　はい。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

○報告事項

４．平成２４年度校長・副校長の異動について

（資料指―１）（指導室）

委　員　長　　では、次は報告４「平成２４年度校長・副校長の異動について」でございます。これは４月１日付の異動でございますので、非公開にしたいと思います。閉会後、報告事項に移させていただきます。

○報告事項

５．平成２３年度体力向上推進委員会報告

（資料指―２）（指導室）

委　員　長　　報告５「平成２３年度体力向上推進委員会報告」について、指導室長から報告お願いします。
指導室長　　先ほど、教育長からの代表質問の中にもありましたように、体力につきましては、本区においては、板橋学び支援プランの第２期においても、目指す子供像の４つの視点として、「心身ともに健康で思いやりのある人」というのを上げてございます。
　そこの部分で、体力向上というところで、具体的な提案をさせていただきたいというふうに思っております。
　資料は、報告書をおあけいただきたいと思うのですけれども、報告書の１ページでございます。

　先ほど来、お話が出ていますように、体力というものにつきまして、運動面として測定可能な部分というところである行動体力とともに、防衛体力というところに視点を向けて、この２つを中心にしながらも、精神的要素というのがあるのですが、いわゆる粘り強さだとか頑張るというような、そういう部分も含めての体力という非常に幅の広いものを捉えて進めていきたいというふうに思っております。

　なお、この図を見ていただきたいんですけれども、出展ですけれども、運動整理学入門です。この精神的要素の中に、さらにこの行動体力と防衛体力と分かれているんですが、これについては検討事項ということで、資料として載せさせていただきましたけれども、身体的要素の行動体力、防衛体力、そして精神的要素と、この３つを捉えているというところでご理解いただければと思っております。

　それから、３ページをお開けいただきたいと思うのですが、今年度に至るまでということで、実は昨年度に体力向上推進委員会というのを立てまして、そこからの継続ということで、今年度に体力向上推進委員会というのを立てたところでございます。今お話ししたように、行動体力のワーキンググループと防衛体力のワーキンググループということでございます。

　行動体力につきましては幼稚園、小学校、中学校の教員、防衛体力につきましては養護教諭、さらに、これは学務課とも連携して食育、教諭、栄養士と組ませていただいて推進委員会を持って、下のような取り組みをさせていただいて報告書に至ったということでございます。
　まず、行動体力というところでは７ページをお開けいただきたいと思うのですが、今年度から東京都教育委員会は、小学校、中学校、高校、公立学校のすべての児童・生徒に対してスポーツテストを行ったところでございます。東京都が平均５０と点線で見たときの、板橋区の平均値が実線です。

　ご覧いただくように、これは小学校の男子がここのページですが、２０メートルシャトルラン、これは持久力を見るものですけれども、これは意外に難しさもあって、２０メートルのインターバルを、ずっと音に合わせて走るということで持久力をとるんですけれども、これについては、全ての学年が東京都の平均を下回っているという状況でございます。

　それから、上体起こし。これも、若干都の平均を下回っているというような状況で、裏面が今度は女子ですけれども、これも同じような傾向で、シャトルランと上体起こしが都の平均よりも下回っているというようなところです。

　ただ、中学校においては若干、２０メートルシャトルランが、点線よりも実線が内側に入っていますけれども、中学生においては、概ね都の平均を上回っているという実態でございます。

　こういったものを実態把握した上で、後ほどまたお話させていただきたいと思います。

　それから、次の１０ページ以降が、いわゆる防衛体力というところでの食生活の実態調査というのを行っております。食生活調査というのを色々行ったものが１４ページ以降に結果が出ております。

　これを表にしてみたんですけれども、大変見づらくなってしまって、１８ページ以降にあるんですけれども数値的に見ていただければというような気がいたしております。

　それから、それらを生かして、２２ページ以降に、本区の１つの特色である９年間の小中連携というところで、目指す子供像というところを明らかに、食生活から見たということで子供像を描いております。
　それから、その下については同じく小中ということで、食生活実態調査からの重点目標と内容、方法ということで、かなり小中を意識してつくり上げております。

　そして、２５ページにつきましては、先ほどの体力テスト。体力調査において、例えば２５ページは、握力をつけるためにはどういう運動がいいのかという授業や部活動での取り組み例ということで、幼稚園から中学校まで、こんな運動をしていくと、それぞれの行動体力がつきますよという具体例をずっと挙げさせていただいておりますので、こういったものを、ぜひ各学校、幼稚園で生かしていただきながら、子供たちの体力づくり、あるいは、これは家庭でもできるものですので、使っていただけるのではないかというふうに思っております。

　それから、３６ページ以降には、いわゆる防衛体力の中の保健指導ということでの健康教育の全体計画、これを各小中学校に出してもらっているところです。

　こういったものをつくったものと同時に、３７ページには、先ほど来申し上げていますように、小中９年間を通した保健指導が、学級活動等で行います保健指導の内容を押さえることで重複を避けたり、あるいは逆に内容によってはその重要性に基づいての重複指導といったものができ上がってまいりました。
　その次、３８、３９ページが、今度は食に関する指導ということで、これも実は都教委から作成を求められておりますので、平成２４年度中には、全小中学校において食に関する全体計画を作成する際のモデルというか、そういったものとして使っていただければというふうに思っております。

　そして、またその次、４０ページについては、小学校でございますけれども、これだけの食に関する指導というものの年間指導計画が例としてでき上がってあります。中学校についてはこれから作成ですけれども、こういったものを今回、この推進委員の方々が、それぞれの学校での実践例を生かしてつくり上げていただいたものでございます。
　そして、４３ページからは行動体力あるいは防衛体力の実践編ということでご覧いただきたいと思います。４４ページ、これも１校園１取り組み、つまり、それぞれの幼稚園、小中学校において、体力向上を目指した取り組みを進めていこうということを今年度から行っているわけですが、その具体的な内容を、行動体力と防衛体力の面で、各学校の教育課程の中から抜粋をしたものを載せさせていただきました。

　この中でおもしろいなと思うのは、小学校は２０分休みというのがあるんですけれども、２時間目と３時間目の、その最後、チャイムが鳴る直前に音楽を鳴らして、５０メートル走を全員でやって教室に入るということを毎日やっている、これによって結構体力がついたという、なかなかおもしろい取り組みが高島第六小学校、あるいは志村第五小学校などが取り入れています。
　その後については、具体的な実践例、明日からでもすぐ使えるような実践例が入っております。
　それから、５１ページをお開けいただきたいのですが、これは、今年度の本区の研究奨励校ということで、志村第五小学校に取り組んでいただいた内容を全区的に広げていきたいということで、先ほどもお話ししたように、こんな運動があるよということと、お開けいただけると、５３ページには家庭でもできるようなエクササイズというものを、具体例として載せさせていただいております。

　それから、６４ページ以降、６５ページ以降には防衛体力というところでの実践例、授業ですぐ使えるような、そういった、配付したらしまわれてしまわないような工夫をさせていただいております。

　これにつきましては、４月に入りまして校長会等、あるいは副校長会等で具体的にお示しして、使っていただく資料としてお渡ししていきたいというふうに思っています。
　なお、今回、この体力向上づくりに関しましては、埼玉大学の野井先生という方、もうご存じだと思うのですが、この方の理論、あるいは助言というものを非常に大きく、我々としては参考にさせていただいたというところでございます。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教　育　長　　すばらしい報告書ですね。野井先生にも、最後のときにおいでいただいて、お話をしていただいた最後のまとめで、こういうふうに防衛体力、行動体力をきちんと具体的に取り組んでいる学校というのは、板橋は先進的な事例ですので、ぜひ、今後とも進めてくださいというようなお話をいただきましたけれども、本当に、各学校ですごく色んな取り組みをしているんだなというのがよく分かって、これからもっとこれで進んでいけるかなというふうに思っています。ぜひ、ＰＲをしっかりしていきたいと思います。

今井委員　　３ページで、防衛体力ワーキンググループというのも置かれて研究されているところが、すごく特徴的だなと思いました。その野井先生のご指導もそうですけれども、板橋の体育の先生は元気な方で、指導主事を含めてすごいできだなと。
　それから、さっき、室長が１ページの図で精神的要素とおっしゃっていましたけれども、後ろの方の、防衛体力部会の最初の方、６７ページなどは、まさに精神的要素の防衛体力に上手くはまっているのでないかと思いながら見ていました。
　あと、サンプルは少ないのですけれども、学校によって、例えば物すごく長距離走に力を入れて、学校を上げて全学年取り組んでいるとか、そういうところの２０メートルシャトルランは違うよねとか、何か区内でそういうデータが出てくると、わっと浸透するのかなという気がします。
教　育　長　　２０メートルシャトルランは、やり方が分からなくて成績が余りよくなかったという意見が出ていますので、来年はまた変わるんではないでしょうか。

委　員　長　　今お話を伺っても、どういうのかよく分からないんですよね。

　多分、何かこつがあって、それで練習すれば結構上がってきてしまうのでは。
指導室長　　実際にこれは、全て練習してやると、数値が確実に上がります。反復横飛びなどもそうですよね。練習しておいてやるといいのですけれども、練習しないと、低学年の子などはよたってしまって。
今井委員　　体力ですね、それは。持続性。
指導室長　　本当に、今回は学務課とのコラボというか連携がすごくとれて、本当に栄養士の方々が非常に力を入れてくださったのが大きかったかなと思います。

本山委員　　１ページの体力と、それから最後にも、また体力に関心を持ちましょうというところにも、この体力の運動能力に結びつく図があるんですけれども、野井先生の書き方は微妙に違っていたような気がして。野井先生の体力の分け方の図の方が私はしっくりきたんですけれども。この猪飼先生の分け方は腑に落ちない点がありますけれども。

指導室長　　そのあたり、こちらでまた検討させていただいて、明らかな形にしたいと思っておりますので、お時間をいただければと思います。

谷田委員　　ぜひ、これを使っていただいて、やっていけば。ベースとしてすごくいいものをつくっていただいたんではないですかね。

委　員　長　　よろしいですか。

○報告事項

６．その他

　　①板橋区教育支援センター基本計画

　　②第３回「中学生駅伝大会」競技結果

　　③幼小中連携教育実施校・フィードバック学習実施校の報告

（指導室）

　　④板橋区立学校の適正規模及び適正配置について

（新しい学校づくり担当課）

委　員　長　　では、次は、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。
指導室長　　では、お願いいたします。よろしいでしょうか。

　皆様の机上に、まず、１つは「月間指導室」というものをお配りさせていただきました。カラーですけれども、先日、東京駅伝が味の素スタジアムで行われました。

　別府委員長、それから谷田委員にもいらしていただいて、私も真っ黒になってしまったんですけれども、結果的には、女子が昨年の１７位から１２位に、男子も３７位から２６位、そして総合成績も１８位ということで、大変いいということで行わせていただきました。

　板橋のりんりんちゃんも大変な人気で、本当に子供たちが一生懸命走り抜いてくれる姿というのは感動ものだと思います。

　特に、男子の方は、第７走まではずっと１位でありまして、この一番左側に写られている方が顔中をマイクロホンのようにして応援してくださっているわけですけれども、そんなところもあって、大変いい一日を過ごさせていただきました。

　なお、これに関しましては、西台の飯塚校長先生をはじめ、中学校の保健体育の先生方、それから養護教諭の先生方が、本当に子供たちを支えてくださったということと同時に、教育委員の皆様はじめ、教育委員会の方々、それから校長先生方にも大変なお心遣いをいただき、ここにある旗とか、「全力疾走板橋」とか、あるいは、子供たちへのユニホーム、そういったものを購入することができ、大いに盛り上がりました。ありがとうございました。

　それから、別件でございますけれども、板橋の教育ビジョン推進研究校という１年ものの研究です。

　今年度は４校で、実は、まだ１つの学校が届いていないのですけれども、１つは小中連携ということで、大山小学校と板橋第二中学校が非常に積極的に、「夢がつながる学びのエリア」という名称のもとに進めていただいております。中を開いていただくと、どんな活動をしているのかというところで、大変積極的に行ってくださっております。

　それから、これも研究発表会までしていただいたのですが、三園小学校はフィードバック学習ということで、本当に三園オリジナルのフィードバック学習をもとにした方法を工夫してくださいまして、大変な成果を上げていただくと同時に、区内各小中学校へのフィードバック学習を啓発していただいているかなというところで、こういったことも行っております。

　それから、もう１つは幼小連携ということ、新河岸小学校、新河岸幼稚園の連携ということで、様々な実践事例ということで載っておりますが、ここも園長と校長が兼任ということで積極的な取り組みをしていただいておるというところで、こういったものが各学校から上がってきて、これをまた区内の小中学校、幼稚園に配付することで、参考にして、それぞれの研究に生かしていただければということでお渡しいたしました。なお、残りの学校もでき次第、皆様にお届けしたいというふうに思っております。
　最後ですけれども、教育支援センター基本計画というものが、ほぼでき上がりました。以前、皆様方にご意見いただいたものと、あとは政策経営との打合せで、最終版ができ上がりつつあるということで、改めてお示しさせていただきたいというふうに思っております。

　なお、前回お示しした内容からは、基本計画ということで、内容的には少し削減させていただいております。フロアプランとか、そういったものもある程度でき上がっているんですけれども、それはまた、５月以降という形になると思っております。
　お開けいただけると、計画の位置づけということ。これは板橋の教育ビジョンをもとにして教育支援センターというものを立てていこうということです。
　それから、２ページについては教育支援センター基本計画の目的ということで、これもずっとお話ししていますように、教職員の研究、研修機能を高めることによって、質の高い教育を担保して、子供たちの学力の向上とともに生活指導面等の充実を図っていくということ。

　それから、相談機能の充実ということで、様々な子供や保護者の相談に積極的にかかわれるような、そういう機関にしようと。研究、研修、相談の３機能を有機的に連携させていこうということがこの基本計画の目的でございます。

　計画のコンセプトにつきましても、前回お示ししましたように４つでございますが、特に４番は、ここが板橋区公立学校の授業改善の中枢であるということで、教育委員会が本当に学校に求めるのは授業改善ということを強くアピールさせていただいたところでございます。
　そして、それらをまとめたものが４ページ、教育支援センター運営方針指針イメージということで、学校支援の充実を図るため、それから子供支援の充実を図るためというところで、このあたりは変更ございません。

　それから、第２章としては、教育現場における現状と課題ということで、様々な教育課題が学校現場等に押し寄せている中で、ぜひとも、子供たちが自主的、自立的に学ぶ授業改善といったものが喫緊の課題であると認識して、それに向けて支援をしていくというようなところ。

　それから、教員の大量退職、大量採用によって、若手教員が非常に増えてきているという中で、教員の育成といったものに力を入れていきたいということ。

　さらには、こういったものが板橋区にあることによって、板橋の魅力をさらにアピールできていければというふうに考えております。
　８ページ以降は教育支援センター運営の基本方針ですが、これも、かなり具体的なものはできているのですけれども、ここにはあえて載せずに、来年度の実施計画の方に載せていくということでございます。

　学校支援というところでの研究、研修といったところが８ページ、９ページ、１０ページと書かせていただいて、子供支援、いわゆる相談機能というところでは１１ページ、１２ページという形で載せさせていただいております。

　なお、１３ページのあたりが前回と比べると少なくなっているのですけれども、このあたりにつきましては、また実施計画等でかなり具体的なものが出てくるということ。

　それから、組織体制については、これは教育支援センターということで、教育委員会全体の組織体制、組織改編といったものが必要になってくるのかなというふうに思っております。

　それから、フロアレイアウトにつきましては、本庁舎南館６階のワンフロア全てを教育支援センターで使わせていただくというようなところを考えております。
　雑駁ですけれども、こんな形ですが、今後の予定ということで、最終的には、この基本計画を来年度早々の議会等に提出して、実施計画を来年度つくり上げまして、平成２４、２５、２６の３年間で仕上げていって、平成２７年度に開設というようなロードマップを計画しているというところでございます。
　雑駁ですけれども、以上でございます。

委　員　長　　以上、３件につきまして、質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

教　育　長　　教育支援センター基本計画に関しては、今の段階での案をお渡ししましたので、これから、財政企画のコンセプトをまだ詰めないといけないところがありまして、かなり財政難の折から、厳しい指摘がされるのではないかというふうに思っているところです。

　今回、お渡ししたものを読み込んでいただいて、また１回きちんと意見交換する場を設けて、教育委員会としてこれでいいかどうかの判断、決定をしていただければというふうに考えています。よろしくお願いいたします。
委　員　長　　中学校駅伝は、現場に行きますと非常に盛り上がって暑かったのと、あれで入賞していればもっと。
　あと、教育支援センターは、２３区最後の支援センターですから、一番いいものができるといいなと思っております。

　よろしいでしょうか。

今井委員　　駅伝は、行く気満々だったのですが、すみませんでした。

　

本山委員　　すべて、すごく中身の濃い、いい取り組みで、また、じっくりと読ませていただきます。三園小学校の取り組みとかは、本当にこれが全校に広まって、基礎学力が全員につけば、先ほどの留年の心配とかも、学力の面で留年の心配とかもなくなるではないかなと思っております。楽しみに読ませていただきます。

委　員　長　　それでは、ほかに報告事項は。

新しい学校づくり担当課長　　学校適正規模・適正配置につきましては３月８日にご報告させていただいたところですけれども、製本ができ上がりましたので、本日ご用意させていただきました。内容につきましては、その中から打ち出したものと同じ状況でございます。
　それから、３月８日に、これを受けての具体的な進め方、あるいは基本方針、それから、実際に検討する学校や地域の公表について、３月中にはお諮りしたい、報告させていただきたいというお話をさせていただいたんですけれども、まだ若干調整している部分がございまして本日はご用意できませんでしたので、もうしばらくお待ちいただければと思います。

　先ほどもお話が出ていたように、大山小学校につきましては協議会設立に向けて着実に進んでおりまして、４月に入れば具体的な協議会を始めたいというふうには考えてございます。

　それから、志村エリアのところですけれども、志村第三小学校の通学区域の変更につきましても、少々動きをしております。
　先日、志村第三小学校のＰＴＡ役員さんたちと意見交換をさせていただきましたし、これは清水支部に「志村三小を考える会」という地域の組織がありますけれども、そこにつきましても、会合に参加させていただきまして、現状の報告とか、教育委員会の方向性などについてのやりとりをさせていただきました。

　次回あたりには、その検討する学校、地域も含めて、教育委員会が考える基本方針、進め方についてご報告できればというふうに準備を進めておりますので、いましばらくお待ちいただければと思います。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。
　中身につきましては既に討論されておりますので、きちんと製本できたということで、大変お疲れさまでした。
　ほかにございますでしょうか。

（なし）

委　員　長　　では、以上をもちまして、本日の委員会は終了いたします。傍聴の方は退席願います。

　

午前　１１時　５５分　閉会
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